
委
員
を
募
集
し
ま
す

旭
市
男
女
共
同
参
画

推
進
懇
話
会

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、
広
く
市
民
の
意

見
を
聴
く
た
め
、
旭
市
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

内
容
／
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施

策
や
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
、
意
見
を
提
言
す
る
。

応
募
資
格
／
20
歳
以
上
の
市
民

※
市
の
ほ
か
の
審
議
会
委
員
な
ど
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

募
集
人
数
／
２
人

任
期
／
６
月
１
日
〜
令
和
５
年
５
月

31
日（
２
年
間
）

申
し
込
み
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
民
生
活
課
に
持
参

す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
市
民
生
活
課
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
４
月
15
日

（木）

選
考
方
法
／
書
類
選
考

※
状
況
に
よ
り
面
接
を
実
施

問
〒
2
8
9
‐
2
5
9
5　
旭
市

ニ
の
1
9
2
0　
市
民
生
活
課
市
民

生
活
支
援
班（
☎
62
‐
５
３
９
６
）

返
還
不
要
な
給
付
型
奨
学
金

旭
市
育
英
資
金
の

希
望
者
を
募
集

募
集
人
数
／
●
高
校
生
：
８
人
程
度

●
大
学
生
な
ど（
大
学
、
短
大
、
高

専
、
専
修
、
各
種
学
校
）：
13
人
程

度給
付
条
件
／
●
特
に
優
れ
た
資
質
が

あ
り
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
困
難

な
人　
●
校
長
や
学
長
の
推
薦
が
あ

り
、
身
元
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ

と　
●
家
族
の
年
収
が
審
査
基
準
の

収
入
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

給
付
予
定
月
額
／
●
高
校
生
：
９
、

９
０
０
円　
●
大
学
生
な
ど
：
１
４
、

４
０
０
円

募
集
期
限
／
３
月
26
日

（金）

申
し
込
み
方
法
／
学
校
教
育
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
務
班（
☎
55
‐

５
７
２
４
）

３
月
中
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
の
廃
車
な
ど
の

手
続
き

　
軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
所
有
状

況
に
変
更
が
あ
っ
た
人
は
、
必
ず
３

月
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
し
な
い
場
合
に
は
、
引
き
続

き
課
税
さ
れ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

災
害
が
発
生
し
た
ら

落
ち
着
い
た
行
動
を

　
職
場
や
学
校
な
ど
、
自
宅
か
ら
離

れ
た
場
所
に
い
る
と
き
に
大
規
模
な

災
害
が
発
生
す
る
と
、
公
共
交
通
機

関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅
を
始
め

る
と
、
火
災
や
建
物
か
ら
の
落
下
物

な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り

危
険
で
あ
る
ほ
か
、
救
助
や
救
急
活

動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

災
害
が
起
こ
っ
た
ら

●
ま
ず
は
身
の
安
全
を
確
保
し
、
職

場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な
場

所
に
と
ど
ま
り
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
、
家
族
の
安
否
な
ど
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

●
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
こ
う

●
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
き

ま
し
ょ
う
。

●
職
場
な
ど
に
ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中

電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水
や
食
料
な

ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
安
否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
、

帰
宅
経
路
の
状
況
を
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
帰
宅
途
中
に
あ
る
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
千
葉
県
で
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
な
ど
と
、
徒
歩
帰
宅
支
援

協
定
を
結
ん
で
い
る
た
め
、
水
道

水
や
ト
イ
レ
、
交
通
情
報
な
ど
を

可
能
な
範
囲
で
提
供
し
て
も
ら
え

ま
す
。

問
総
務
課
地
域
安
全
班（
☎
62
‐
５

３
１
１
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

規
模
を
縮
小
し
て
開
催

東
日
本
大
震
災
追
悼
式

　
例
年
３
月
11
日
に
実
施
し
て
い
る

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま

す
。
参
列
は
ご
遺
族
と
来
賓
の
み
と

し
ま
す
。

〈
一
斉
黙
と
う
へ
参
加
を
〉

　
当
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
地
震

発
生
時
刻
と
同
じ
午
後
２
時
46
分
か

ら
１
分
間
、
防
災
行
政
無
線
で
黙
と

う
を
呼
び
掛
け
る
サ
イ
レ
ン
を
、
市

内
一
斉
に
放
送
し
ま
す
。

　
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の
冥
福
を
祈

り
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課
地
域
安
全
班（
☎
62
‐
５

３
１
１
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

く
ら
し
の

…問い合わせ
…申し込み

ワイド

窓口・問い合わせ先

原動機付自転車
小型特殊自動車

市税務課課税班
☎62-5321

二輪車
（125㏄超）

関東運輸局千葉運輸支局
☎050-5540-2022

軽自動車
（三輪以上）

軽自動車検査協会
☎050-3816-3114
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注
意
し
て
く
だ
さ
い

イ
ヌ
マ
キ
を
枯
ら
す
害
虫

ケ
ブ
カ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

　
イ
ヌ
マ
キ
や
ナ
ギ
の
害
虫
で
あ
る
、

ケ
ブ
カ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
が
市

内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
虫
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
一
種

で
、
成
虫
の
体
長
は
１
㎝
程
度
で
す
。

　
幼
虫
が
樹
皮
の
下
を
食
害
す
る
と
、

樹
木
の
一
部
ま
た
は
全
体
の
葉
が
黄

色
く
な
り
、
数
年
で
枯
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
被
害
を
受
け
た
木
は
、
直
径
３
㎜

程
度
の
穴
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
成
虫
の
発
生
時
期
で
あ
る
４
月
か

ら
５
月
中
の
農
薬
散
布
や
、
被
害
を

受
け
た
木
の
伐
採
を
し
て
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
海
匝
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

（
☎
62
‐
０
３
３
４
）

叙勲

　昭和26年に現在の旭郵便局に奉職して以来、
八日市場郵便局長などを歴任し、退職されるまで
の40年余の永きにわたり郵政事務に精励されま
した。在職中は、常にお客さまに寄り添った職務
姿勢が評価され、郵政局長表彰をはじめ数々の表
彰を受賞されました。また卓越した指導力の下、
職員の育成を率先して行うなど、郵政事業の発展
に多大な貢献をされました。

瑞宝双光章
［高齢者叙勲］

（郵政事業功労）
齊藤　健さん　88歳（ニ）

新
た
に
条
例
を
制
定

生
活
環
境
保
全
の
た
め

規
制
を
強
化

　
「
旭
市
土
地
の
埋
立
て
等
及
び
土

砂
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
安
全

安
心
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
に
、
土
砂
の
発
生
か
ら
運
搬
、
埋

め
立
て
に
至
る
ま
で
一
連
の
監
視
と

規
制
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し

ま
す
。
こ
の
条
例
の
施
行
に
伴
い 

「
旭
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る

土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」
は
廃
止
し
ま
す
。

新
条
例
に
よ
る
主
な
改
正
点

●
条
例
の
適
用
範
囲
の
拡
大

●
改
良
土 （
再
生
土
） 

の
使
用
禁
止

●
事
前
協
議
制
の
導
入

●
埋
め
立
て
区
域
の
周
辺
住
民
説
明

会
の
開
催
と
、
周
辺
住
民
な
ど
の

同
意

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）

　４月１日から海上・飯岡・干潟の三つの支所が出張所に
なり、取り扱う業務も変わります。また効率的な行政運営
を目指し、課の統合や名称変更などが行われます。

支所が出張所に
　海上、飯岡、干潟の三つの支所が廃止され、各地域に証
明書の発行業務を行う出張所が設置されます。
●出張所の名称と場所
海上出張所／現海上支所１階
飯岡出張所／現飯岡保健センター１階
干潟出張所／ひかた市民センター１階
●出張所の業務
戸籍や住民票などの発行
※税金や公共料金の支払いはできなくなるので、近くの金

融機関やコンビニエンスストアなどを利用しましょう。
資産関係、納税関係の証明は、本庁のみの発行になりま

す。
上下水道課の新設
　水道課と下水道課が統合し、旭市浄化センターに上下水
道課が新設されます。水道お客様センターも同時に移転し、
水道と下水道の手続きが１か所でできるようになります。
教育総務課の新設
　旭市教育委員会の庶務課と学校教育課が統合し、教育総
務課になります。また市内小中学校の円滑な運営を行うた
め、学校教育指導室が新設されます。
健康づくり課と保健センター
　健康管理課の名称が健康づくり課に変わります。また３
か所ある保健センターは、現在の飯岡保健センターに一本
化され、名称が旭市保健センターに変わります。

問い合わせ先
総務課庶務行政班（☎62-5310）

４月１日から
市役所組織の一部が変わります

市内で見られるマキの塀
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